
【１０月の生活目標】めあてをもって，自主的に行動しよう。 【１０月の保健目標】目の健康について考えよう。 【１０月の給食目標】食後の過ごし方について考えよう。 

※ 交通安全に十分気を付け，交通事故に遭わないようにしましょう。また，不審者にも十分気を付け，一人で遊んだり道路を歩いたりしないようにしましょう。 

秋の全国交通安全運動展開中！ ９月 21 日(日)～30 日(火) 
現在,本市でもスピード違反による検挙や交通事故が多発しているようです。交通事故

０を目指して,ドライバーとしてのマナーや交通ルールをしっかり守りましょう。 

〔運動の重点〕○ 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止 

       ○ 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 

       ○ 飲酒運転の根絶 
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この文は，以前も引用させていただきました。 
 

１ 「鍛錬環境」 

２学期の合い言葉は，「人には優しく，自分には負けるな。」。「自分には負けるな」という

のは，「自分の中の弱い心，怠けようとする心，欲張りな心，悪い心などに負けない」とい

うことです。「練習が疲れる，疲れるからいい加減にする」では心身の成長はありませんし，

自分の弱い心に負けたら，どんなに小さいことであっても成し遂げることはできません。 
これまでの運動会の練習で，例えば，行進では足並みを揃えて，手を大きく振って行進す

ることを，開・閉会式では「気を付け」の姿勢でじっと我慢するこ

とや聞きたくない話でも聞く（…聞くふりをする）ことを，移動す

るときはだらだらすることなく，きびきびと移動することなどを，

それぞれ求められてきました。そして，さすが土橋の子ども達，ど

の子も皆，「楽な姿勢をしたい」とか，「面倒くさい」などという「自

分の弱い心」に負けることなく，真剣に練習に取り組んできました。

子ども達は，まさに「鍛錬環境」にいたわけです。 

２ 「応援環境」 

明日の運動会は，こうした「鍛錬」の成果を発表する場でもあります。例えば，  
 

ア 入場行進で，大きく手を振って，足並みを揃えようと意識しながら行進しているか。 

イ 開・閉会式中に「楽な姿勢をしたい。」という心をぐっとこらえ，よそ見をすることなく参

加しているか。 

ウ かけっこを苦手とする子がたとえ遅くても最後まで懸命に走り抜こうとしているか。 

エ 「ハイパーおはら節」や応援団などの動きを身に付け，周りと協調しながら，伸び伸びと演

じようとしているか。 

オ リレーの際，順位が確定していても，最後まで手を抜くことなく，真剣に走り抜くことがで

きるか。 
 
などを観点として，入場行進や開閉会式での態度，応援や係の仕事等の姿も，おいでの皆様に

はご覧いただきたいと思います。 

 
そして，時にはやりたくないことでも我慢して，辛さに耐え，自分の弱い心に負けないように

頑張ったであろうことに思いを馳せ，「その子なりの頑張り」を認め，賞賛してください。 

私達大人は，「このレベルでなければ褒めるに値しない」という，高いハードルを決めて判

断しがちです。例えば，イなどは，大人から見れば「それぐらいできて当たり前」ですが，そ

れができるようになったことは，幼稚園生や低学年の子ども達にとってはとても大きな成長で

す。しかし，子ども達はそのことを自ら認識することは難しいものです。周りの大人が「頑張

ったからできるようになったんだね。」などと価値付けてあげることで，「そういえば…」と自

らを振り返り，「やればできるんだ」という小さな自信をまた一つ積み重ねることができます。

明日の運動会は，そうした「応援」ができる場でもあります。 
 

３ 運動会後も… 

 自分の弱い心に負けずに頑張るべきことは，これからもたくさんあります。ご家庭でも，ま

ずもって体力と耐性を育てる「鍛錬環境」を整え，その頑張りを認め，励ます「応援環境」を

整えてあげてください。その小さな，小さな積重ねが，少々のことではへこたれずに頑張って

みようとする，より強い心を育てます。そして，やがて社会に出たときに，その荒波に耐えて

いける強固な心になっていくものと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行     事 日 曜 行     事 

１ 水 
宿泊学習(５･６年生，南薩自然の家)～２日(木) 

マスゲーム(伊集院地域)講習会（20:00～，小体育館） 
15 水 

市小学校陸上記録会(9:20～15:30，

伊集院陸上競技場,予備日…16 日) 

３ 金 ５･６年休養措置日 17 金 家庭学習強調週間～20日(月) 

６ 月 貯金日 18 土 第 38 回妙円寺詣り大行進 

７ 火 
市ＰＴＡ母親研修会(13:20～，市中公) 

ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ研修（～９日） 

20 月 読書月間(～11/21) 23 が 60 週間 

23 木 児童総会 

10 金 巡回図書 24 金 巡回図書 

12 日 
第 49 回伊集院地域運動会 

(8:50～，伊集院総合運動公園) 
25 土 

日置地区学校給食展（9:00～，ゆすいん） 

｢妙円寺詣りの歌｣暗唱発表（15:30～，徳重神社） 

13 月 「体育の日」 26 日 第 64 回妙円寺詣り行事大会 

応援環境と鍛錬環境 
「戦後の日本には国家神道の関与と軍国主義を払拭するために欧米の児童中心主義が

導入され，辛いことはさせない，困難なことは要求しない風潮があった。しかし，子ど

もの側に立つだけでは，子どもは一人前にはならない。子育てには『応援環境』と『鍛

錬環境（自立トレーニング）』が必要である。『応援』とは，『お前ならできる』と背中

を押してやることで，『鍛錬』とは，先ずは体力と耐性を育てること。この二つが備わ

れば，ルールに従い，思いやりを態度に表し，基礎学力の勉強にも耐えられるようにな

るはずである。」                （三浦清一郎，生涯学習研究者） 


